
 

1 

 

2023 年 7 月 9 日（日）、ホテル雅叙園東京で第 24

回定時総会が開催されました。 

 当日は早稲田大学から本間敬之理事および北野寧

彦東京都 23 区地域担当副部長にご出席頂きました。

出席者総数 62 名。 

 午後 4 時、田添麻友幹事の司会により開会、早稲

田大学の来賓 2 名を紹介。まず、

川崎秀一会長（体調不良で欠席）

の挨拶を後藤克彦前会長が代

読、続いて本間理事より挨拶が

ありました。 

総会の議長には小杉哲副会

長が選出され、(1)2022 年度事業報告、(2)2022 年度

決算報告、(3)監査報告が報告され、満場異議なく了

承されました。続けて、(4)2023 年度事業計画(案)、

(5)2023 年度予算(案)および(6)役員人事（案）が提案

され、異議なく一括承認されました。 

すべての

議事が終了

した後、来

賓の北野東

京都 23 区

地域担当副

部長より挨

拶がありま

した。 

 

 

休憩をはさんで、村上 柾

副幹事長の発声で乾杯、歓談

となりました。その後、各部

会長による部会紹介に続き、

新入会員の松原仁氏、北村造

氏、今岡植氏、木村誠司氏（写

真左より順に）が壇上にて紹

介されました。 

 

 

 

懇親会のアト

ラクションでは、

現役学生の早稲

田大学ケルト音

楽同好会メンバ

ーの皆さんが登

場。見事な演奏を

披露し、華やかな

空間を演出してく

れました。 

 

司会：田添麻友幹事 

後藤相談役 本間理事 北野東京都 23区地域
担当副部長 

総会審議 

部会紹介 新入会員紹介 

ケルト音楽同好会 

乾杯：村上副幹事長 

2023 年定時総会開催 
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しばらくの歓談に続き、小杉哲ボランティア部会

長からボランティア部会の募金のお願いをしました。 

 盛会の中、松田哲也および細貝悠会員の指揮で校

歌を斉唱。最後は狩野俊夫副幹事長の中締めでお開

きとなりました。       （記 吉野博明） 

 

 

【会長挨拶】 

皆様こんにちは。 

只今紹介にあずかりました後藤です。 

川崎会長の挨拶をさせて頂きます。 

本日はご多用の中、目黒稲門会総会にご出席頂き

有難うございます。 

ご来賓として、早稲田大学理事 本田 敬之様、早稲

田大学東京都23区地域担当副部長 北野 寧之様にご

出席頂いております。高い席から恐縮ですが厚く御

礼を申し上げます。 

さて、目黒稲門会は本日 24 回目の総会を迎える事 

が出来ました。これもひとえに会員各位の活動あっ

てのことであり、改めて御礼申し上げます。 

この3年間はコロナ禍によって様々な事が起こり、

部会活動も中止のやむなきに至ったものもありまし

た。その中で創意工夫によって、積極的に部会が開か

れたものもありました。 

例えば、囲碁部会であります、オンラインによる対

戦により、トーナメント戦まで行う事が出来ました。

また、俳句部会は郵送句会により、積極的に投句がな

されて地道な活動を継続しておりました。一方、カラ

オケ部会や麻雀部会は密状態の中で行われる事から

中止を余儀なくされました。また、なかなか対面で話

す機会がなくなる中、ZOOM を使って雑談会を始め

ました。Zoom 茶話会と名称を付けて毎週水曜日 10

時から約1時間、入退出自由でたわいもない話から、

最新技術、ChatGPT の使い方まで幅広い話題で盛り

上がりました。幹事の努力により、約 2 年半続いて

おります。一例を紹介致しましたが、それぞれ、コロ

ナ禍の中で活動を何とか継続したいと努力をして頂

きました。お陰様で、この 5 月以降それぞれの部会

が活発に活動を始めました。会員の皆様には是非、コ

ロナ禍前の状態の活動に戻りつつある各部会活動へ

の積極的な参加を期待する所であります。その部会

の一つであります、スポーツ観戦部会ですが、この 4

月、5 月も早慶レガッタ、野球の早慶戦と応援に駆け

付けました。ただ残念なのは、レガッタも野球も早稲

田が弱いのであります。悔しさを晴らすために、観戦

後の懇親会でつい飲みすぎてしまいます。 

大学生の本分はもちろん学業学問でありますが、

過去の栄光を引きずっている訳ではありませんが早

稲田スポーツがもっと強くなってほしいと思うわけ

です。会員の皆様も同じ思いではないでしょうか。 

色々な事情があって現在があるとは思いますが、

もう一度過去の栄光を思い出して欲しいと思います。

ご来賓の皆様にも是非共感頂きたいと思うところで

あります。是非、秋の早慶戦では「早稲田の栄光」を

皆で感慨を込めて歌いたいものであります。 

「明るく、楽しく、元気よく」をモットーにこれか

らも目黒稲門会を活性化させて行きたいと思います。

会員の皆様のご協力を何卒宜しくお願い申しあげます。 

今日は早稲田大学ケルト音楽同好会の皆様の演奏

もお楽しみ頂けます。短い時間ではございますが、参

加の会員各位の懇親を深めて頂ければ幸いです。 

最後まで、存分にお楽しみ頂きますよう宜しくお

願いを申し上げまして開会のご挨拶とさせていただ

きます。本日は有難うございました。 

ボランティア部会募金 

中締：狩野副幹事長 

校歌斉唱 

指揮：松田、細貝会員 
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俳句部会 

第 157 回「俳句部会報告」 

日時 2023 年 7 月 10 日（月）（順不同）             

 

保井寶正   欄干の灼くる蛙のオブジェかな 

佐久間喬   焼け砂のほとぼり残し今日暮るる 

丸山酔宵子  夕立来て狛犬ぐつしよりひと洗ひ 

吉田啓悟   紫陽花や散歩に雨もまあいいか 

青木英林   足裏に熱砂の記憶の蘇がへり 

山本草風   広き田にうなる田植機ひと一人 

佐久間たか子 交差点男日傘にふと見惚れ 

渡辺鯨波   熱砂ゆくブランド品のスニーカー 

後藤克彦   色褪せし寺の襖に百足這ふ 

原 晶如   窓少し開けて涼風聞きにけり 

永井正孝   熱砂燃えトカゲもどきに浜走る 

金森純女   桃色の足裏跳ねる熱砂かな 

青葉ひかる  屋形船灯り競いて星まつり 

 

中原主宰の選んだ秀句と評 

焼け砂のほとぼり残し今日暮るる 

日中あんなに熱く焼けていたのに夕暮れ時になり、

熱気が治まり静かな夜になる景 

紫陽花や散歩に雨もまあいいか 

紫陽花と雨は付き物であるが、散歩を入れたこと

でそれを生かしている 

足裏に熱砂の記憶の蘇がへり 

子供の頃灼けた砂の熱さに飛び跳ねたことを想い

出している 

窓少し開けて涼風聞きにけり 

窓から涼しい風が入ってくる景だが、聞きにけり

としたところがよい 

熱砂燃えトカゲもどきに浜走る 

昔のエリマキトカゲの CM を思い出すが、燃えは

熱砂に付きすぎているので、たりとか他の表現に

変えた方がよい 

俳句部会長 佐久間 喬 

 

麻雀部会 

6 月 19 日に 2 卓 8 名での対戦をおこないました。

結果は、松尾氏が、2 位村上(柾)、3 位猪名川、ブー

ビー千野の各氏でした。 

次回は 8 月 21 日(月)を予定しています。 

麻雀部会長 村上 柾 

 

囲碁部会 

6 月 10 日より、2023 上期第二ラウンドのリーグ

戦を保井、大久保、永田、菊池、小倉、小岩、山

住、市川の各氏 8 名のメンバーで開始しました。 

6 月 17 日（土）開催の第 20 回オール早稲田囲碁

祭に、保井、鵜野、菊地。小岩、市川の各氏５名が 

参加しました。結果は、D クラス 5 位でした。 

なお、小岩氏は全勝の好成績を収めました。 

囲碁部会長 市川 亘 

 

ゴルフ部会 

5 月 26 日（金）、第 49 回ゴルフ部会コンペを小

田急藤沢ゴルフクラブで開催しました。 

 今回は参加者 12 名、３組となりました。お陰様

でお天気にも恵まれ 5 月らしい爽やかな中で皆さん

楽しくプレーをしました。またコースもしっかり整

備された良いコースで各組それぞれに和気藹々とラ

ウンドを楽しみました。 

 競技方法は、新ペリア方式で優勝は保井栄子さん、

2 位は吉野博明さん、3 位は石橋義久さんでした。 

プレー終了後、ゴルフ場で表彰式と懇親会を行いま

した。 

次回は 11 月 28 日(土)を予定しています。 

ゴルフ部会長 川崎 秀一  
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早稲田スポーツ観戦部会 

 春の三大早慶戦（レガッタ、アメフト、野球）第

3 弾として、5 月 28 日六大学野春季リーグ戦早慶二

回戦を 17 名で観戦しました。 

 27 日の代打・島川(スポ 4)の 3 ランによる劇的勝

利に続きリーグ 3 位に臨んだ慶大との回戦。先発投

手・清水が 1 回に 4 四球、2 安打で 4 点失点、後続

の 4 投手も 8 四球、16 安打で 11 点とられ、1 対

15X で歴史的大敗を喫しました。 

 試合後の反省会で、美味しいお酒を酌み交わし秋

季の奮起を願いました。  

早稲田スポーツ観戦部会長 狩野 俊夫 

 

ボランティア部会 

7 月 7 日（金）9 時半に 8 名の会員が区民センタに

隣接する田道ふれあい橋に集まり、本年 3 月に引き

続き目黒川沿道の清掃作業を行いました。次回は 12

月初旬の予定。 

 今後とも当部会へのご支援・ご協力をよろしくお

願いいたします。 

ボランティア部会長 小杉 哲 

 

 

美術歴史鑑賞部会 

5 月 20 日（土）、3 年強振りの部会として昨年 12

月に逝去された故服部尚彦相談役の遺作（シクラメ

ン）が展示されている「2023 日府展」を 8 名で鑑

賞しました。 

美術歴史鑑賞部会長 永井 正孝 

 

いち月会 

役員会後の懇親会をいち月会として、自由が丘 

梅山飯店（中華料理）にて開催しています。 

4 月 3 日(15 名参加)、5 月 13 日(13 名参加)、6 月

5 日(15 名参加)、7 月 3 日 (12 名参加)。 

初回参加者は無料。是非、参加願います。 

いち月会部会長代行 吉野 博明 

 

食べ歩き部会 

 事務局と共催で 8 月 5 日（土）16 時より、5 年振

りに納涼ビアパーティーを「Schmatz 中目黒店」

で開催しました。猛暑にも拘らず 18 名の参加者を

迎え、若手校友も 2 名が加わりました。 

ドイツ・クラフトビールと料理を堪能し、楽しい一

時を過ごしました。 

（記 吉野 博明） 
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ウォーキング部会 

第 157 回「高幡不動と土方歳三ゆかりの日野宿を歩

く」2023 年 6 月 20 日 (火) 参加 9 名 

行程：高幡不動→モノレール高幡不動駅→モノレー

ル万願寺駅→石田寺（せきでんじ）→モノレール万願

寺駅→モノレール甲州街道駅→日野宿本陣・日野宿

交流館→日野市立新選組のふるさと歴史館→JR中央

線日野駅→JR 立川駅 

 

高幡不動尊金剛寺は 6 月にはあじさいまつりが開

催され、境内から山にかけて約 200 種類以上・7500

株余りのあじさい、山あじさいが咲き乱れるなかの

散策を楽しんだ。仁王門を通った少し先の左手には

新選組副局長土方歳三の像と土方、新選組局長近藤

勇の両雄をたたえる「殉節両雄之碑」がある。 

モノレール

万願寺駅で

一旦下車し

て石田寺を

訪れる。当

寺は高幡山

金剛寺の末

寺で土方歳

三の墓があ

り、近くに

は土方の生

家を移築した土方歳三資料館がある。周辺の住宅や

境内の墓地には土方姓が多くみられる。 

 再びモノ

レールに乗

り甲州街道

駅で下車し

て梅雨の合

間の陽射し

を受けなが

ら本格的な

歩行を開始、

日野宿本陣

に至る。 

 

日野宿は

大きな宿場

ではないが

多摩川の渡

しを管理す

るなど甲州

街道中の重要拠点であった。甲州街道中に現存する

本陣建築は小田原宿本陣、下花咲宿本陣と併せて三

か所で、日野宿本陣は建築の規模や内容で他を凌駕

する威容を誇っていた。 

当本陣には

「佐藤道場」

があり、後の

新選組、近藤

勇、土方歳三、

沖田総司、井

上源三郎たち

が稽古に励ん

でいた。 

日野宿本陣

から途中「百

段階段」（数え

ると 112 段）

の急段を上り

新選組のふる

さと歴史館に

向かう。当館

は新選組・幕

末維新・甲州

道中日野宿な

どに関する展示・調査・研究を行っている。 

 

歴史館見学後に JR 日野駅に向かいツアー終了。 

途中駅の掲示物や「誠」の隊旗など新選組についての

発信も多く、日野宿と新選組のゆかりが印象的な行

程だった。 

（記 伊東 佳行） 

高原不動尊 土方歳三の像 

仁王門裏にて 

土方歳三の墓(右) 

日野宿本陣冠木門 

日野宿本陣 

日野宿本陣(内部) 

新撰組ふるさと歴史館にて 
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『隅田川の早慶レガッタで思いだすこと』 

丸山 忠生（昭和 44 年 法） 

 昭和 20 年。終戦 8 月 15 日後

の 9 月に生を受けた、将に本物

の戦後生まれである。 

食糧事情も儘ならぬ戦後の混

乱の中で、小学校では脱脂粉乳

のミルクで育ったにしては、両

親のおかげであろう、子供のころから身体は丈夫で

あった。 

給食の脱脂粉乳春の昼（酔宵子） 

小学生高学年では横浜市の「健康優良児」の最有力

候補にもなったほどで、体力には自信を持っていた。

中学からは、野球部に入り、成長期と言うこともあり、

昼食の弁当は２時限か３時限にこっそり食い上げ、

勿論弁当では足りず昼食時にはパン食いで補う。夕

食はご飯おかわり 10 膳は当たり前。中学校 3 年から

高校 1 年の頃には、1 年に 15cm も背が伸びた。高校

3 年では身長 180cm、体重 78kg の偉丈夫となった。 

戦後生まれとはいえ、当時あまりお目にかからない

時代で、バスに乗れば頭一つ出ているのである。 

高校 3 年まで野球部に入っていて、体はますます

頑強になって行ったのである。 

ストーブの弁当食らふ 3 時限（酔宵子） 

1964 年東京オリンピック開催年に、晴れて現役で

早稲田大学に入学し、新調した学生服に角帽をかぶ

り、大隈講堂の入学式に臨んだのである。 

クラスごとに大隈講堂前に整列し、講堂の入場順

番を待っていた時、角帽にきりっと学生服を着こん

だ長身屈強な学生が、つかつかと目の前に現れて、

「一寸、いいですか」と肩に手をかけて、引っ張るよ

うに話しかけてきたのである。「君はなかなか背も高

く凛々しいが、我が伝統のボート部に入部しない

か？」と驚愕の勧誘である。 

以前から、イギリスの伝統あるオックスフォード

大とケンブリッジ大のボートレースは知っていたし、

早慶レガッタもテレビ中継を見ていたが、まさかそ

のボート部に誘われるとは、驚きで硬直してしまい、 

「は、はい。・・・・あの・・・入学式が終わったら、

ご返事します」と緊張の中でやっと答えるのが精い

っぱいであった。 

 しかし、伝統ある早稲田競艇部に、正式に誘われた

ことに大変感激し、心から嬉しかったことを鮮明に

思い出すのである。 

 「・・おい丸山、ボート部に入ったら、毎日練習で、

授業にも出られないんだってよ」「お前、デートも出 

 

来ないぞ・・・」 

 

「おい、あの先輩について行って、ボート部の部室に

連れ込まれたら、帰ってこれないんだってよ・・・・・」

などと級友たちにはさんざん脅かされたのである。 

 結局、姑息にも、そのボート部の先輩のところには

行かず、早稲田の伝統ある運動部に入るという、折角

のチャンスを逃してしまったのである。 

 その後の我が早稲田の学生生活は、麻雀と酒とア

ルバイトの明け暮れで、果ては五年留年と言う、怠惰

自堕落な惨憺たる早稲田学生生活となってしまった

のである。 

アー、ズンタッタ、ズンタッタ・・・。 

 その伝統ある三大早慶戦（野球・ラグビー・ボート）

の一つである第 92 回早慶レガッタ（早慶対抗競漕大

会）が、4 月 16 日（日）台東区隅田川で開催された。 

 浜町公園新大橋上流付近からゴールとなる桜橋ま

での 3750m のコースを舞台に繰り広げられた。 

 半世紀以上前の大隈講堂入学式でのボート部から

の誘い以来、ボート部との接点は全く無かった。しか

し今年は、どういう訳か、センチメンタル・ジャーニ

ーではないが、初めて早慶レガッタを見学しようと

思い立ったのである。 

 当日午前中は初夏を思わせる快晴で、隅田川の川

辺には外国人観光客をはじめ、散策の家族連れであ

ふれている。ゴールのメイン会場の桜橋には、早慶の

ゴールに備える両校応援団が陣取って、応援合戦真

っ最中である。 

 ポツリ，ポツリ、・・・。 急に空が暗くなり、天

気予報通り雷雨予想が的中し、暫し高架下で雨宿り

となった。しかし、奇跡的にスタート直前にはすっか

り天気は回復し絶好のレガッタ日和となったのである。 

 桜橋中央に陣取り、遥か手前の吾妻橋に目を凝ら

すが、陽炎でぼんやりと浮かんで、肉眼では鮮明には

とらえることができない。暫くすると吾妻橋の下に、

一艘が川面に微かに見えてきたのである。 

吾妻橋くぐる二艇や陽炎へる（酔宵子） 

残念無念！吾妻橋をくぐってきたのは慶応のボート

で、早稲田は遅れること 4 艇身差の完敗である。 

 

【追記】 

 今回の早慶レガッタ観戦は、我が目黒稲門会の井村

正陽副会長（41 年商学部卒）のご協力で参加したが、

ご存じの通り井村氏は早稲田ボート部の出身です。   

因みに、早稲田入学時の一件をお話ししたところ、

早稲田体育会の中で、公式に勧誘活動が許されてい

たのは、ボート部だけとのことであった。 
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祐天寺  吉田 博行 （昭和 42 政経） 

祐天寺という地名は、比較的新しい。名刹「祐天寺」

からとったと思われるが、「祐天寺」は昭和 43 年１

月の住居表示施行によってそれまでの上目黒 4・5 丁

目、中目黒 3 丁目のそれぞれの一部が「祐天寺 1・2

丁目」となった。街は、駒沢通りと東急東横線に挟ま

れ、「祐天寺駅」か

ら駒沢通りに繋

がる狭いバス通

りの駅前商店街

と、中目黒寄りの

みよし通り商店

街そして、少し離

れた西側に昭和

通り商店街と住

宅地で構成されている。バスの通る祐天寺駅前商店

街以外は道幅も狭く一方通行になっている。 

この辺りの土地は、祐天寺の所領と、昔からの地主

の土地が多いと聞く。古くからの店が並びそれぞれ

の通りごとに特徴ある商店街をなしている。街並み

は古い建物が多く、年寄りには住みやすい、落ち着い

た街並みである。年寄りの向けの衣料品の店や、昔か

ら団子、おはぎ等を売る和菓子屋そしてマクドナル

ド、ケンタッキー等の若者向けの店が混在している。

注文した、カレーライスを模型の汽車が客席に運ぶ

鉄道マニアの店がある。店の入り口は踏切の警報が

何時もなっている、名物の店である。 

輸送量の増加と、踏切事故防止のため、目黒通りと

駒沢通りの立体化に伴い中目黒から都立大学までが

高架になった。祐天寺駅は跨線橋のある古い形の駅

から現在の駅に生まれ変わった。駅舎も新築のビル

になり、新しく南口を設け、東急ストアと直結。北口

はコンコース中に、喫茶店、ラーメン店、薬局、洋菓

子、2 階に保育園が整備された。また改札を出てすぐ

のロータリーを挟んで、バス停やタクシー乗り場が

ある。ロータリーは地元町会の方々の手入れで、可憐

な草花が通行人にやすらぎを与えている。 

目黒と三軒茶屋を結ぶバス停とタクシー乗場が設

けられている。三宿病院への連絡バスの発着所もあ

る。駒沢通りまで出れば恵比寿・渋谷方面のバス便も

便利だ。 

駒沢通りに面して、1917 年目黒実科高等女学校と

して開校し 100 年の歴史を誇る、都立目黒高校があ

る。また、みよし通りに面して D51 の車輪と古い形

の信号機が置かれている、その奥の森のなかに戦後

の資材不足を乗り越えて、1949 年に開園した、自然 

 

との触れ合いを大切にする教育方針で知られてい

る、平塚幼稚園がある。 

駅前ロータリー付近と駒沢通りと結ぶ駅前商店街

の整地再開発が今後のこの町の発展に掛かっている

と言える。東横線の中目黒駅と学芸大学駅に挟まれ、

急行も止まらない駅だが、静かなたたずまいの中に、

乗降客も年々増加して、街も少しずつ変遷している。

年寄りにも若い人たちにも住みやすい街に、今後の

発展が期待できる祐天寺である。 

 

相続よもやま話 その７失敗事例 

尾崎 充 （昭和 63 年 政経 公認会計士・税理士） 

相続に関する多くの相談を受けていて、「本当はこ

うしておけば良かったのになぁ」と感じる事が実は、

結構あります。実際にあった失敗事例をいくつか紹

介したいと思います。 

 

～収益性の低い物件を建てた失敗事例～ 

相続税対策として借金をしてアパートやマンショ

ンを建てた場合（債務の発生と不動産取得による評

価減で課税財産の圧縮を目論んだが失敗） 

  相続対策として一定の効果はあったが、収益性

が低いために資金繰りが悪化し、結果として自己資

金を投入することとなった（相続する子が負の財産

を相続することとなった）。 

【対策】 

 相続税対策に最適かどうか適切に判断するため、

事前に資金繰りや売却する場合のことを踏まえ検討

をしておくことが必要です。 

 

～二世帯住宅を建てた場合の失敗事例～ 

完全分離型の二世帯住宅を建てて区分所有登記を

した場合（居住用宅地等における小規模宅地等の特

例の適用範囲） 

 ・被相続人が所有する二世帯住宅について、区分所

有登記をしていたために、親族の居住用部分につい

ては、「被相続人等の居住用宅地等」としての小規模

宅地等の特例を適用できなかった 

【対策】 

 小規模宅地等の特例を適用することで、相続税に

大きな影響がある場合は、特例の適用要件について

事前に検討しておくことが必要です。 

 

【パターン別の適用関係の整理】 

⓵ 区分所有登記でない建物 (非分離型) →適用可 

② 区分所有登記でない建物 (完全分離型) →適用可 

③ 区分所有登記建物（完全分離型）   →適用不可 

みよし通り商店街 
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会報第 100 号発行までの編集史 

目黒稲門会は、地域・職場・サークル・卒業年度等

で結成された 早稲田大学校友会の一つで、東京23区

支部の地域稲門会として校友会活動に参加すると同

時に地域貢献を目指し 1999 年 1 月 30 日に設立され

ました。 

 第1号は1999年4月に発行され、速報版のExpress

は同年 3 回発行されました。当初「会報」(年 1 回発

行で第 8 号まで)と「Express」(補助機能として部会

活動や行事案内などの速報を主として掲載。年 3 回

発行で第 19 号まで)の二本立てで発行しましたが、

第28号より両号を合算した発行号数とし、以前の「会

報」と「Express」の号数を「会報」第 1 号から第 27

号としました。 

 2005 年 9 月発行の第 28 号より、①年 4 回発行の

「主題」は、6 月号総会案内、9 月号総会報告、12 月

号新年会案内、3 月号新年会報告、②内容は．「校友

会」「会員消息」「各部会報告」などで会員に情報を提

供し、「リレー随筆」「特別寄稿」「会員の広場」など

で会員の様々なご経験やご意見の発表、③眞仁田初

代会長による表題題字、④文字配列は、従来通り英・

数字が書き易い様に横 2 列、のグランドデザインで

年 4 回発行、8 頁構成になりました。 

 2004 年 4 月 IT 技術の進展を背景に開始の電子メ

ール、同年 6 月開始のホームページと会報の情報一

元化、速報性の活用、メディア特性の棲み分け、の観

点より、2007 年 7 月に「広報編集委員会」を設置し

ました。 

 2007 年 12 月の第 37 号では、「母校の創立 125 周

年を祝う」記事を掲載しました。 

 2009 年 9 月の第 44 号では、12 頁の設立 10 周年

記念号としました。 

 2011 年 3 月に第 50 号を発行しました。本号では 

特別記事として「会報 50 号までの編集史」を 6 頁～

8 頁目に掲載しました。これまでに編集に携わって来

られた方々に、その歩み、ご苦労を寄稿していただき

ました。 

 2014 年 3 月、外岡明元編集長(現顧問)の発案で当

会会報を早稲田大学資料センター(現：歴史館 東伏見

アーカイブズ)に寄贈しました。現在も継続して寄贈

しています。 

 2014 年 9 月の第 64 号では、12 頁の設立 15 周年 

記念号としました。 

2015年9月第68号から全頁がカラーとなりました。 

第 68 号から全頁カラー化に伴い、2015 年 12 月の第

69 号より、絵画、写真等を趣味に持つ会員よりそれ

らの作品を寄稿して貰い「会員ギャラリー」欄での紹

介を開始しました。 

 

2017 年 9 月の第 76 号より、「目黒をもっと知ろ

う」という趣旨で、「わが町自慢シリーズ」を開始し

ました。第 101 号で完結予定です。 

 2018 年 6 月の第 79 号より、「目黒をもっと知ろ

う」の第 2 弾、「目黒の銭湯巡りシリーズ」を開始、

第 93 号で完結しました。 

 2019 年９月の第 84 号では 12 頁の設立 20 周年 

記念号としました。2019 年秋より新コロナ感染が蔓

延し、対面による部会活動および全体活動が停止さ

れました。これらの活動記事が無くなったため、会報

の発行を断念する意見もありましたが、会員間の絆

となる会報を継続して発行したいという執行部の意

思の基、継続しました。新コロナ対応として設けたメ

ール茶話会および Zoom 茶話会の参加者から多くの

記事を投稿して貰う事が出来て発刊を継続してコロ

ナを乗り切ることが出来ました。2022 年 3 月の第 94

号より、「目黒をもっと知ろう」の第 3 弾、「目黒の坂

巡りシリーズ」を開始しました。 

 2023 年 3 月の第 99 号より、IT 技術を駆使して編

集委員間での情報の共有化を行い、編集の効率化、時

間短縮化の取り組みを始めました。また、オンデマン

ド印刷を採用することにより印刷価格の大幅な削減を

図りました。 

  会報 100 号までの歴代役員団、編集長、編集長が

担当した会報を下表に示します。 

 なお、本年

6 月 29 日、外

岡顧問・元編

集長(写真左)

に歴代会長、

幹事長がお会

いして 100 号

を迎える報告とお礼をしました。                         

(記 金井 豊男） 

会長 幹事長 事務局長 編集長 会報 担当号数

真仁田勉 浅海敏之 樋口定廣 （岩崎正夫）  1～19号 19
藤岡長世 20～27号 8

加藤榮護 吉田博行 外岡明 28～35号 8

服部尚彦 36～51号 16

八幡和三郎

大野利幸 吉田博行 小杉哲 地田博昌 52～72号 21

吉田博行 吉本政治 安藤孝 田島順一郎 73～77号 5

猪名川一雄 78～97号 20

後藤克彦 金井豊男

金井豊男 吉野博明

川崎秀一

細谷清 98～100号 3
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地田 博昌（昭和 39 年 政経） 

 私は 2011 年 9 月発行の 52 号から 2016 年 9 月の

72 号まで、5 年間担当しました。 

 2006 年に会社を退職した後目黒稲門会に入り、ウ

ォーキング部会や美歴部会で活動していました。 

2～3 年して、当時の編集長・服部先輩から会報発行

作業を手伝うように声をかけられ、大した役にも立

てぬまま編集委員に名を連ねていました。 

 2011 年に服部さんから「若手に交代する」と言わ

れ、後任編集長を命じられました。当時私も 70 歳で

したが、会員の平均年齢を考えれば若手だったんで

しょうね。 

 服部さんは編集作業のほとんどをご自身で負担さ

れ、大変な作業量だったと聞いていました。年 4 回

の発行とは言え、原稿集めからＰＣ入力、割り付け、

校正等にまだ手作業部分も多く、作業する部屋は一

年中プリントアウトした原稿の切り貼りや修正の紙

屑でゴミの山だったと言っておられました。私も同

じ作業の仕方を覚悟して作業資材を買い、ＰＣも新

しくしました。 

 最初の編集会議でこれからの編集作業について打

ち合わせをした際、作業分担が必要だと提案した所

賛同を得、猪名川さんが原稿の切り貼りに代わりＰ

Ｃ上での割り付けを自ら申し出てくれました。定例

原稿である新年会と総会の案内・報告を田島さんが

担当、全編集委員は会員からの原稿集めに注力する

等、分業体制をとることが出来ました。会員の皆さん

には原稿は極力ＰＣ経由で送付戴くよう協力をお願

いしました。その結果、初稿から最終稿までプリント

アウト・切取り・貼付けは全くなくなり、我が家には

紙切れ一片のごみも発生しなくなりました。 

心配していた原稿不足は一度もなく、会員皆さんの

ご支援のお陰と、いまだに感謝の気持ちでいっぱい

です。毎号全稿が確定すると、ご寄稿いただいた方へ

のお礼の気持ちも込めて編集後記を書くのが楽しみ

でした。 

 編集会議は、「皆さんに楽しんでいただける」「情報

の伝えられる」「部会活動の活性化に繋がる」ための

会報をめざすアイデアを話し合う場にしたかったの

ですが、少しは近づいた気がしました。写真の増加、

フルカラー化、新しいコラム創設、発行費用の低減が

検討・実現できたのも編集委員皆さんのご尽力のお

陰と有難く思っています。 

 目黒稲門会会員の約半数は日頃部会活動出来ず、

会報が貴重な大学や同窓との心のつながりになって

いるのではないでしょうか。 

益々素晴らしい会報になることを願っています。 

 

 

猪名川一雄（昭和 45 年 政経） 

 前任者の田島さんの後を受け、2018 年 3 月発行の

78 号から 2023 年 3 月発行の 98 号まで 5 年間担当

しました。 

 私が編集長として心がけたのは「会員に喜んで

もらえる、楽しんでもらえる会報作り」でした。 

総会や新年会に参加する会員、部会活動に参加す

る会員は、全体の半分にも満たないというのが実

情です。 

残りの会員と目黒稲門会をつなぐ唯一のツールが会

報だからです。 

 若手編集委員からの提案をもとに「目黒わが町自

慢」と「目黒の銭湯巡り」という新しい企画をシリー

ズとして始めました（「目黒の銭湯巡り」の終了後は

「目黒の坂巡り」を継続中）。地元の方に原稿依頼を

するわけですが、快く引き受けてくださる方がいる

一方で、難航するケースもありました。しかし、結果

的に目黒稲門会を身近なものとして認識していただ

く一助となったのではないかと思っています。 

 大学関係者から「目黒稲門会の会報はおもしろい」 

と評価されているとのお話を後藤前会長からお聞き

しました。うれしいことです。 

 地田編集長の時代から、使用する文字や数字の字

体、大きさ、名前や卒年の表記方法などいろいろな約

束事がありましたが、これを明文にまとめ、編集委員

会でのオーソライズもおこないました。会報は統一

性と継続性が大事との思いからです。 

 会報で気を使ったのは総会や新年会での会長・来

賓挨拶の写真です。それまで遠くから望遠で撮って

手ブレしたり、近くからでも 1～2 枚の写真では目を

つぶっていたり、横を向いていたりしていた写真が

あったりします。それで他人まかせにせず、演台の前

に三脚を据えて自分で撮りました。動画で 15～20 秒

撮り、表情の良いものを静止画として取り出しまし

た。 

 在任中に一番困ったのはコロナ禍です。会報 8 ペ

ージの中で 2 ページ半を占める部会活動報告が 2 年

以上にもわたって無くなってしまいました。 

当初はこんなに長引くとは夢にも思わず、3 か月か 6

か月位で収束するだろうと思っていました。部会活

動の休止が決まって、会報を休刊すべきか、編集委員

会で協議しましたが、続けようという意見が大多数

でした。予定外の原稿集めで 2 年間苦労することに

なりましたが、自発的に原稿をお寄せいただく方も

いて、何とか乗り切ることができました。 

他稲門会では会報を休刊したところもある様ですの

で、これも目黒稲門会が誇れる事と自負しています。 

会報第 51 号以降の編集回想 
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会報 100 号今昔 座談会 
 

令和 5 年 6 月 21 日 

出席者：吉田博行、後藤克彦、川崎秀一、地田博昌  

吉本政治、金井豊男、吉野博明、細谷 清 

司会： 金井豊男 

 

はじめに 

 こ の
度、「会報
をより良
くし、会
を会報で
より良くする」為に座談会を行いました。会報の歩み
を纏めた表（本会報8頁）と地田さんの回想（同9頁）
が事前に出席者には送られました。 

 

1．100 号までの道のり 

（第 50 号に「会報 50 号発行までの編集史」として
初代事務局長の樋口定廣さん、創刊時の編集長役だ
った岩崎正夫さん、元編集長の藤岡長世さん・外岡明
さんの皆さんが記しておられます。 

52 号からの編集長は、地田博昌さん、田島順一郎さ
ん、猪名川一雄さんでした。） 

 

地田：私は52号から72号で五年余り担当しました。 

実は編集っていうのは、小学校の学級新聞から始ま
ってやったことが全くなかったんです。それが急に
編集長を命じられたもんですから、一寸慌てたんで
すけども、まあ引き受けざるを得ませんでした。 

引き受ける前に三年位は編集委員でした。 

やったのは、殆ど出来上がった原稿の、これも皆さん
も一緒だったかと思いますが編集ではなく、校正係
でした。それから完成した会報の発送。 

その二つぐらいしかやったことないです。それを三
年ぐらいやったら次君やれといわれてやったはいい
けれど、何やっていいか分かんないですよね。だけど
やるからには何か色々やるべきだと、一生懸命考え
ましたけど、具体的には浮かばなかったです。 

もう毎回の会報を発行するのが精一杯ですね。改革
だとか改善だとか手が回らなかった。 

 

そんなことを続けているうちに21号が発行し終わっ
た。大した事しなかったなあっていうのが終わった
時の感想ですね。 

本当はもっと一杯やることがあったはずなんですけ
ど、編集委員会でそんな話をしたことないし、申し訳
なかったなと今でも思っています。それでも今の 100

号まで来ちゃっているのですが、これからは違いま
すよね。 

200 号、300 号と当然になってもらいたい訳だけれど
も、時代の変化が今凄いから、それに合わせて相当に
改革していかなきゃいけないんじゃないかな。 

読む人たちの気持ちも変わってきて、時代に合わせ
て会報は変わっていかなきゃいけないんじゃないの
かな、と思ってます。これだけのメンバーが集まって、
今後どうするかっていう物凄く大事な事を話し合え
るのを非常に楽しみにして出席したんですよ。 

 

金井；地田さんの時には、過去約 8 万円で印刷をし

ていたんですけど、財政難で費用を削減しなきゃい
けないっていうことで近くの印刷所に地田さんとお
願いしてほぼ半額にしたことで、財務的に非常にイ
ンパクトがありました。 

もう一つ、編集会議というものを今後考えていかな
きゃいけない。記事集めについて論議しなければい
けないです。本来の編集会議の目的の活動をやる様
にしたらいいな、と思います。 

それから猪名川さんの時代はですね、コロナ禍で会
長の後藤さん他と会報の継続を議論しました。 

こんな時だからこそ会員に情報を流すべきとして、
部会活動の情報を集め、後藤さんもいろんな方に頼
んで記事を書いてもらって、何とか 8 頁を埋められ
ました。 

 

2．コロナ禍での発刊継続、会報の目的 

吉本：今地田さん、金井さんが言われた通りですね。
私も数年間編集委員でしたが、携わった事は一回も
ない。地田さんが言われたように、一回目は編集長が
作ったゲラを校正で 2 回目は袋詰めなんですよ。だ
から編集委員とは名ばかりで、編集に携わった事も
ないし、次号はこうしましょうとか、こういう企画を
しましょうと言う機会が一回もなかったですよ。 

編集委員・会議は、こういう重要な役割を担っている
事を是非理解して頂けたらというのが、私の経験で
のお願いです。 

 

後藤：私はほとんどコロナ禍の期間が会長でした。特
に対面での情報交換等ができない中、会報の役割を
見直す必要かあると思っていました。コロナ禍での
会員相互のコミュニケーションが十分に上手くいっ
ているとは思えないこともありました。情報も正確
に伝わらなく、お互いに理解しにくく、同じ土俵で協
力しながら発言する場所としても会報は重要と思っ
ていました。 

で、会報で情報を得て、自分が暇だったら、ここに
参加してみようとか、こんなことがあったんだと言
う、その楽しみがあるから、会員になってるんだとい
う所を、頭の中にまず入れとかなくちゃできないん
ですよね。会報を休みにしたら、情報が途絶えてしま
うわけですね。だから、この基本的なところを再確認
しなくちゃいけない。それと会報の中身では、色んな
人が自由に言える方法を考える必要があると思いま
す。編集会議は編集委員でない私でも意見を言う機
会を開いて欲しいです。 

 

地田：例えば、新入会員がありますね。あれ、勿体な
いです、新入会員に対してね。私はこんな部活をやり
ましたよ、ゼミはこうでしたよ、色々やんちゃもしま
したよ、等が書いてあると、あぁ、俺とちょっと関係
があるじゃないかと言う人が一杯出てくる可能性が
ある。詳しく書いてもらったら自己紹介がものすご
く面白い。 

 

川崎：私は新入会員になって暫くして ATM の話を 1

頁に詳しく書きました。 

どんな仕事してたっていうよりも ATM ってこんな
ことですよと紹介記事でした。それと趣味の話で、飛
行機大好きの記事を一回書いている。 

3 つ目はハワイアンも書きました。面白かったよと言
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われて、仲間が拡がりました。 

 

吉田：編集長が服部さんの時に（注：2007 年頃と推
定）広報とホームページで、どうやって棲み分けるん
だと、役員会で喧々諤々やった記憶がある。当初はホ
ームページと会報の役割の違いを認識していなかっ
たが、もう皆さんの理解も得て来た。だけどホームペ
ージがどこまで理解されてるか？理解する人はすご
く深いです。で、実際には見てない人が大勢いる、一
日一度もパソコンを開かない人もいる。 

そういう中で会報を今後どの様にしていくか？ も
う一つその編集委員会は変わって欲しいです。 

 

吉野：コロナ禍の時は部会活動などが全て止まって
しまった。さすがに会報に掲載する内容がなくなる
から、発行を停止しようかと言うところまで追い込
まれた。 

でも、よく考えると部会活動などがすべて止まって
しまった今は、会員を繋げる媒体は HP と会報しか
ないじゃないかと皆で話し合って、会報は続ける事
にした、それもこれまで通り年 4 回。そうは言って
も紙面を埋めるほどの内容がなかなか集まらないか
ら、皆で知恵を絞って記事を集めて継続できた。 

現在会報を紙ではなくて電子ファイルで受け取る人
が 10 数名も出てきている。これが進むと次は会報で
何が起きるかと想像すると、例えば「わがまち自慢」
の記事を見て、隣町に住む会員が追加情報を出して
いく。そんな双方向のやり取りも生まれてくるので
はないか。そうした情報の共有化、双方向化にどう対
応するか。 

 

金井：老眼ですと会報を見るのに虫眼鏡が必要だが
電子版だと自由に拡大できるんで良い、とお褒めの
言葉を頂きました。文字を音声で読み上げるソフト
も埋め込んでますので、目がご不自由な方は耳で聞
いて会報を読める（聞ける）と、そんな事も出来るよ
うにしています。 

 

地田：これからはやっぱり違ってきますよね。 

 

金井：はい、スマホでも会報が読めるようにして、情
報の拡大に努めています。 

 

地田：これからは確かにそうだけども、印刷された会
報だけが唯一の楽しみだって人がね、今の年代だと
半分位はいるのでは？ 

 

細谷：想定するのは 50・60 代以上だと思います。 

現在でも 60 代以上の会員は、71%ですから。そうす
ると、あと十年は（紙の）会報が必要です。 

 

川崎：紙の会報、これは絶対だから、その先のデジタ
ル化は進めるとしても、やはり今会報をどうやって
充実させて届けるかの方が中心じゃないか。 

会社の中でもそうで、ホームページでリアルな情報
でバンバン出してるんだけど、社内報できちっと作
ってるわけですよ。 

会報とホームページは両輪なんです。HP は日々更新
して、その中から興味あるようなものを深掘りして、
それこそシリーズで細かい話を載せるのが会報の役

割で、会報は絶対に必要です。あとは届け方の話で、
年取った人はリアルに届かないと読めないから紙ベ
ース、それを何時までやりますか、だけの話ですよね。 
 

吉田：会報を作るにあたって、こういうことを目的と
しますっていうことは話し合ったことはないと思い
ます。 

兎も角、情報を流すのにこういう風にしようよ、と集
まってきて、今の会報になりました。 

 

後藤：会報の目的とは、より親睦を深めることです。
今でも十分に目的は果たしていると思いますが、会
員に情報を提供することによって、より深く交流が
でき、より親睦を高めることと明記することが良い
と思っています。 

それがないと、みんな大変な思いをしてるコロナ禍
の中で、会報が必要ないよという意見も出てくるわ
けです。明記しなかったから、そんな意見も出てくる
のではないでしょうか。 

 

3．200 号に向けて 

金井：今まで目黒稲門会の活動としては、閉鎖的な部
分があったと感じます。例えば政治的な活動をしち
ゃいけないとか、要するに何々しちゃいけないとい
うことがあって、文化活動の面も含めて余り載せら
れなかった。 

 

細谷：それも含めて政治と関わらない事と、商売事に
関わらないルールがあります。 

 

金井：私はこういう商売やってますと言うのは、寧ろ
オープンにしてもいいと思うんですよ、買ってくれ
とかそうでなければ。あくまでも会報と言うのは広
報で活動自体ではないので、この活動を論じないで
広報はあり得ないと思う。 

 

川崎：一方では、100 号が続いたことは大変なことな
んですよ。今まで素人がよく 100 号まで続きました
よ。なんでここまで続いて来たかははやっぱり一度
きちんとして、更に続くためにはどういうことをし
て行くべきか、そういう話を編集委員会で整理して
おくべきですね。 

 

地田：今日は会報が重要であり、その会報に今後は何
が求められているのかを話す会合であったと思う。
この様な会合を今後も何回かやったら良いんじゃな
いですか。 

 

吉田、川崎： やったらいいですよ。 

 

座談会を終えて 

 会は、百号も発行できた苦労話から会の活性化と
会報の意義、二百号に向けて、と盛り沢山でした。全
部は記せませんが、これまでその編集に携わった皆
さんも素人であった事には驚きました。会の活動あ
っての会報であり、会報あっての会の活性化との認
識を共有できた事が、一番の成果だと思います。 

二百号の為の宿題も頂き、今後の課題として感謝い
たします。 

           （記 細谷 清） 
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『東寺の五大明王像』  油彩 F50 

佐伯 文子 （1976 年 文）  

 東寺の立体曼

茶羅の五大明王

像を描きました。

不動明王像とし

ては日本最古の

もので教化しが

たい人々を怒り

をもって救う仏

であらゆる障害

と汚れを焼き尽

くし、一切の悪

を破壊する不動

明王を中心に金

剛夜叉（こんごうやしゃ）明王、降三世（こうさんせ

い）明王、大威徳（だいいとく）明王、軍茶利明王 

の五体を描きました。燃え上がる火焔の光背をバッ

クに表現しました。お不動さんです。 

---------------------------------------------------------------------- 

『笛吹川渓流』 水墨画 

牧野 武夫（1965 年 理工） 

今回は、山梨県笛吹川上流の渓谷です。 

この上流には、三段の滝もあり、非常に気持ちの

良いところです。 

一度、訪ねて見てください。 

 

関根 順也 (2006 年 理工）  

（目黒区南在住） 

2006 年卒の関根と申します。 

学生時代は大田区に住んでおりまし

たが、結婚を機に目黒区に住み始め

ました。6 月に第 2 子が産まれたの

で、バタバタですが楽しみながら子育てをしていき

たいと思います。 

今岡 植 (2010 年 政経）  

（目黒区平町在住） 

自由民主党衆議院東京 26 区支部長の

今岡うえきと申します。自宅は都立大

学、職場は洗足です。財務省等で勤務

していました。現在 35 歳で、趣味は落語、音楽、

映画、スポーツ全般です。宜しくお願い致します。 

佐藤 利也 (2010 年 政経）  

（府中市寿町在住） 

中目黒夏祭りにむさし南連(小金井市)

から阿波おどりで参加させていただい

ています。大太鼓を男らしくかっこよ

く叩けるようになるのが最近の目標で

す。お見かけした際は気軽にお声をかけていただけ

ますと幸いです。 

松原 仁 (1981 年 商）  

（品川区東大井在住） 

衆議院議員まつばら仁です。在学中

は、「会いたいひとに、会いにいこ

う！」を合言葉にする公認サークル

「人物研究会」で活動していました。この度、衆議

院小選挙区として新設された東京 26 区で活動を始

めました。目黒区は新天地です。ご指導ご鞭撻賜り

ますよう、何卒よろしくお願い申し上げます 

岡本 慶久 (1986 年 社会科学）  

（横浜市栄区在住） 

大学入学時は、あのデーモン小暮と

同じクラスで、卒業式も一緒でし

た。かなり目立った格好で卒業式に

参加していたのを記憶しています。在学中はアメリ

カンフットボールに没頭しました。少しずつ交流の

機会を増やしていければと思っております。 

小倉 忠博 (1968 年 商）  

（千葉県柏在住） 

昭和 18 年に目黒通りの下目黒で生

まれました。兄兄姉私妹弟という六人

の四番目です。趣味はランニングで、

フル昨年度マラソン完走者は全国 26 万人余、私より

速かった同年齢以上の選手は全国で 112 人というの

が自慢です。 

 

編集後記 

1999 年 4 月の第 1号から時を刻む様に発行して、 

ここに 100 号を迎えました。8 頁年 4回の発行を継続

して来られた先輩方のお力とご苦労に、敬服致します。 

その 12 頁記念号は、早稲田カラーを統一し、活発な

会と部会活動を報じ、これ迄の歩み・回想記と座談会

は、記録と 200 号への参考を目指した。多くの新入会

員も紹介でき、お陰様で読み所一杯です。（細谷 記） 


